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状況設定�

双⽅向変換の深化による⾃律分散ビッグ
データの相互運⽤基盤に関する研究�

⾃律分散ビッグデータを集めずに，相
互運⽤するためのソフトウェア基盤技
術を研究しています．理論，基盤，実
証のそれぞれの側⾯からアプローチし
ています．�

研究内容�

どんな研究？� 何がわかる？�
双⽅向変換技術のこれまでの研究成果
を使って，未解決の挑戦的な⼆つの問
題，１) P2Pデータの管理⼿法，2) 共
通の計算モデルとソフトェア基盤技術
の確⽴に取り組んでいます．�

アーキテクチャ・ソフトウェア
／うごかすちから

A

問題2(全体)　自律分散データの相
互運用システムを構築するための基
盤ソフトウェアがない* 

問題1(P2P)　分散データの参
照ができるが、分散データの更
新はできない	

解決策1　双方向変換技
術によるデータの相互運
用・同期	

解決策2　双方向変換伝播
による計算モデル	

 Ride-Sharing Alliance Systems�
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双方向変換の深化：put-based	
　(a)	差分を使った更新戦略の記述	
						　Δ+	:-	pp1,	not	vehicles,	…	
						　Δ-	:-	vehicles,	not	pp1,	…	
　　　Roundtrip性質の保証	
　(b)	順方向変換(get)と逆反映変換(put)の導出	

ソフトウェア基盤：既存のRDBMS(PostgreSQL)での実現	
　(a)	一貫性制約を保持した更新	
　　　止まらない更新，矛盾する更新の取り扱い	
非同期並列処理技術の開発	
NoSQLへの対応	

 実証研究�
 理論研究�

自動生成	

 基盤ソフトウェアの研究�


